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ユビキタス情報社会が進展する中で,テレビのマー

ケットが薄型化に向かって急速に成長している｡中で

もプラズマテレビは,ユーザーの認知度も上がり,業

界でも次世代フラットディスプレイパネルの本命とし

て,揺るぎない存在となった｡テレビのマーケットは,

2002年に,本格的なプラズマテレビ市場の成長期を

迎えたと言える｡

日立製作所はこれまで,32V型･37V型･42V型のラ

インアップを図り,その特徴であるハイビジョン高画質

と身近なサイズ,手ごろな価格設定により,ユーザー

のニーズにこたえてきた｡

今回開発した新製品では,いっそうの高輝度と高コ

ントラストを実現している｡2世代目のALISパネルを搭

載したハイビジョンプラズマテレビ9機種に加え,50V

型をラインアップに追加した10機種の構成としており,

50V型

ハイビジョンプラズマテレビ

｢Woooセレクション+のモデル

展開

Wooo(ウー)のネーミングには.

Wonder(驚き),World Standard

(世界基準),およぴWorthwhi【e(高い

価値)の三つの意味を込めている｡

全サイズともハイビジョンパネルを搭載したプラズマテ

レビである｡さらに,日立製作所のディジタル映像処

理技術を結集し,独自のピクセルプロセッシング技術

を確立している｡フラットパネルディスプレイの駆動の

ために新開発したディジタルイメージピクセルプロ

セッサ(DIPP:DigitallmagePixelProcessor)の高

画質機能により,すべての映像入力を,コントラスト･

解像度･色再現性ともにハイビジョンに迫る高画質に

変換する｡

また,ユーザーがテレビを選ぷ楽しみ,カスタマイズす

る喜びを感じられるように,新しいディジタルコンシュー

マー商品の形態である｢Wooo(ウー)セレクション+を

提案し,ユーザーの好みのサイズで,好みのメディア

を,好みのインテリアスタイルで選択できるソリュー

ションを提供する｡
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J
はじめに

2001年来,プラズマテレビの市場は急成長している｡2001

年度に,プラズマテレビの需要は約8万5,000台に拡大し,前

年の約10倍と,爆発的な伸びを示した｡2002年度には,さら

に伸びが期待でき,約20万台に達するものと推定している｡

ブラウン管を含めた30型以上のテレビ市場全体に占める,

プラズマテレビの構成比を図1に示す｡同図に示すように,

2002年6月に入ってその構成比は20%を超える勢いで伸びを

示している｡32V型から50V型以上の大型サイズへの展開が

可能なプラズマテレビは,リビングルーム用テレビとしての市民

権を得たと言える｡

また,テレビを取り巻くインフラストラクチャーも変化している｡

放送のディジタル化に加え,通信のブロードバンド化が進み,

インターネットを定額･常時接続で楽しめる環境が整い,テレビ

は放送受信からエンタテインメントデータ受信へとその商品性

が進化しつつある(図2参照)｡

今後も,高精細のハイビジョン映像やブロードバンドを利用

したインターネットを大画面で楽しめる表示デバイスとして,プ

･2002年度20万台と予想

･32型から37型の需要が大きく伸びる｡
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ラズマテレビの家庭内への普及はさらに加速するものと予想

される｡

このような市場動向の中で,日立製作所は,プラズマテレ

ビの新シリーズとして｢Wooo(ウー)3000シリーズ+の4サイズ全

10機種を製品化した｡

ここでは,これらのラインアップ開発までの経緯と,製品の

特徴について述べる｡

題
プラズマテレビにおけるユーザー調査

日立製作所が世界に先駆けて発売した32V型の開発にあ

たっては,ユーザーを3階層のピラミッド構造で表したとき,プ

ラズマテレビのユーザーターゲットの上部2層を構成するのは,

(1)新しい物に強い関心を持つ,いわゆる｢イノベーター層+

と,(2)最新の商品に興味があり,よく吟味して購入する｢アー

リーアダプター層+であると想定した｡この32V型プラズマテレ

ビ購入後のユーザー調査結果のユーザープロフィールと,製

品に同梱(こん)している愛用者カードの回収による分析結果

は以下のとおりである｡

年度 需要

2001年 8万台

2002年 20万台

2003年 35万台

2001年上期 2001年下期 2002年4月 5月 6月

廃炉
2002年 2003年 2010年

BSディジタル放送

BSアナログ放送

本放送開始

地上波ディ労ル放送 東名阪2003年末,全国2006年

地上波アナログ放送

放送とネットワークの融合 ブロードバンドの定額･常時接続の拡大により,

家庭内でのネットワークの利用が増大し,ウェブ検索がいつでもできる｡

デ
ィ
ジ
タ
ル
化
比
率

図1プラズマテレビの市場動向

プラズマテレビの構成比は2002年6

月で20%を超えている｡

注=⊂⊃内の数字はテレビ全体に
占める30型以上のテレビの構

成比(%)

[](プラズマテレビ)

[=コ(その他)

日本国内需要;日立製作所調べ

図2放送のディジタル化と通億

のブロードバンド化

テレビを取り巻く環境は,放送と通信

融合の時代を迎えている｡

注:略言吾説明

BS(BroadcastSatellite)

CS(CommunicationSatel=e)

ADSL(AsymmetricDigita】

Subscriberしine)

FTTH(FibertotheHome)

ブロード/〈ンド接続
定艶常時接続(ADSL,CATV,FTTH)

2003年計1,740万～1,750万世帯

テレビ放送受信からエンタテインメントデータ受信対応へ

101l-1立評論2002.11
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年齢

～20代 4%

30代 23%

40代 18%

50代 20%

60代～ 34%

職業

会社員 47%

公務員 9%

自営業 10%

無職 22%

その他 13%

幅広い年齢層

一般ユーザー

図332V型テレビにおけるユーザー調査データ(年齢･職業構成)

32V型プラズマテレビのユーザー層は非常に幅広い｡

(a)設置場所
プラス∴マ

コーナー 31%

壁沿い 61%

壁掛け 8%

(b)買い替え前のテレビサイズ

21型以下 15%

22～27型 16%

28～29塑 35%

30～32型 23%

33型以上 11%

〕

ブラウン管

コーナー 65%

壁沿い 34%

その他 1%

買い替えユーザーは､

29型以下で約70%

図432V型テレビにおけるユーザー調査データ(設置場所･買い菅

え前のテレビサイズ)

コーナー置きから壁沿いへ移行し,比較的小さいサイズからの買い替えが行われて

いる｡

(1)年齢:図3に示すように,ユーザーは幅広い年齢層に分

布している｡従来のプラズマテレビは大型で100万｢-リ近い高

額商品であることから,購入層は高年齢の高額所得者に集

中していた｡しかし,32V型では,30歳代以下のユーザーが

27%を占め,幅広い年齢層に分布している｡

(2)職業:会社員が約50%,公務員を含めると約60%となる

(図3参照)｡

(3)設置場所:図4に示すように,従来のブラウン管テレビは

65%が部屋のコーナーに,34%が壁沿いに設置されていたが,

プラズマテレビは壁沿いが61%と,薄型･軽量というプラズマテ

レビの特徴をユーザーが有効活用していると言える｡

(4)買い替え前のテレビサイズ:従来視聴していたテレビは,

比較的小さいサイズである｡27型以下のテレビからの買い替

えが約30%と,大きなサイズでも薄型を重視した買い替え

ユーザーを獲得している(図4参照)｡

購入時の重視点について,32V型と37V型それぞれのユー

ザーを比較したものを図5に示す｡37V型では,ハイビジョン

画質であることと,薄型であることがほぼ同等の購入量視点

重視点
32V 37V

PD2100 PDH2100 PDH2100

薄型 73%
_?阜%

81%

HD画質

▲一】_ゝ_49艶

20%

65%

….野雅
一､.

多彩なBSディジタル番組 ‖古d% 【盲2%

インデノア重視 16% 18%
デザイン ‾十云兎 1‾台兎 jぎ兎
‾‾】多感岳巨‾一‾‾‾ ■イb妬 1【…▼盲宛｢‾‾16%
高書蜜‖ ▼▼▼‾′‾1b妬‾‾‾‾‾10% 18%
｢▼‾し斥コン操作 3% 6% 3%′

｢ハイビジョン画質であること+が｢薄型であること+を上回る｡

BSディジタル放送が楽しめることよりも高画質であることのポテンシャルを
評価している｡

注:略語説明 HD(HighDefj州on)

図532V･37V型テレビにおけるユーザーの購入量視点

サイズが大きいほど画質重視の傾向がある｡

であり,大画面であるほど画質が重要な要素であることがわ

かる｡

実際のユーザー宅での訪問実態調査では,ユーザー層の

幅広さ,購入動機,設置場所について,愛用者カードの分析

とほぼ同様の結果であった｡また,購入後の満足度では,薄

さ,画面サイズ,デザインと続いており,単なる物理的な薄さ

を求める省スペースの利点に加え,感性に訴えるインデノア性

が強く求められている(図6参照)｡

これらの結果から,プラズマテレビのユーザーは決して特

殊なユーザー層ではなく,ごく普通のテレビ買い替え層であり,

薄い･大画面･高画質を重要視していることがわかる｡

以上の調査から,これからのテレビに求められる数々の課

題を考察し,高画質,先進デザイン,および多種のメディア対

応の3点を,2002年モデル｢Wooo3000シリーズ+の開発コンセ

プトとした｡

･どのように設置しているか

壁に沿っての

設置がほとんど

半数以上が壁掛けを

希望していた｡

1.薄さ

とても満足

2.画面サイズ

3.テサイン

･PDPで暮らしは変わったか

見る番組や

視聴時間は変化なし｡

テレビを見ていないときに

PDPを見ると喜びがわいてくる｡

±208

恥`■準率

スイベル機能の使用頻度も高く,
ほとんどのユーザーが活用

注:略語説明 PDP(PlasmaDisplayPaneり

園632V型テレビにおけるユーザー訪問調査(設置場所･購入後の

評価)

壁掛けという省スペースのメリットに加えてデザイン面を評価してあり,インテリア性

が重要なのがわかる｡

11耽評論2002-11111
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Wooo3000シリーズでの高画賛技術

Wooo3000シリーズでは,日立製作所のコアコンビタンスで

ある以下の二つのデバイスにより,高画質を実現している

(図7参照)｡

3.1ハイビジョンプラズマディスプレイ｢新ALISパネル+

ALIS(AlternatingLightingofSurfaces)方式を採用し

た｢新ALISパネル+では,サブフィールドごとに映像の明るさ

に応じてサステインパルス幅を制御する,負荷率適ん古処理を

新たに採用することで,輝度を従来の30%向上させ,業界最

高水準の輝度1,000cd/m2(42V型)を実現した｡また,新駆

動回路開発によって背景輝度を低減し,コントラストも飛躍的

に向上させた｡さらに,パネルの電源効率の向上などにより,

消費電力量を低減した｡

3.2 ディジタルイメージピクセルプロセッサ(ロIPP)

DIPP(DigitalImage PixelProcessor)は,日立製作所

のディジタル映像処理技術をさらに進化させて開発した,高

機能･高速のプロセッサである｡

日立製作所はこれまで,さまざまな映像人力信号を多様な

映像表示デバイスに表示するための画素変換技術を,何世

代にもわたって培ってきた｡従来の映像信号プロセスの構成

を図8に示す｡大きなブロックとして,(1)インタレース信号を

プログレッシブ信号に変換するプログレッシブLSI,(2)映像の

切れや色の再現性を設定するアナログRGBプロセッサ,およ

び(3)表示させる固定画素デバイスの画素数に合わせて映

像信号をスケーリングするマルチスキャンコンバータLSIの3ブ

ロックがある｡

今回開発したDIPPは,これらの3ブロックの回路を1チップ

ダイナミックな映像を実現する

日立製作所のコアコンビタンス

ハイビジョンPDP

新ALISパネルj し′､

ディジタル映像

処理技術

DIPP

注:略語説明

ALIS(AlternatingnLightingofSurfaces)

DIPP(DigitallmagePixelProcessor)

図7日立製作所のプラズマテレビのコアデバイス

新ALISパネルとDIPPによって高画質を実現する｡

121Lほ評諭2002_11

NTSC

480i

480p

lO80i

720p

PC信号

映像情報の

ロスが生じる｡

換A-D変換 D-A変 A-0

己J01:-

プログレッシブ マルチスキャン
コン/〈-タ

LSl
スイッチ

アナログ

RGB

プロセッサ

従来のPDPディジタル信号処理部

(プログレッシブLSl＋マルチスキャンコンバータ)

注:略語説明

A-D(Ana】ogtoDigitaり,D-A(DigitaltoAnalog)

RGB(Red,Green,B山e),PC(Persona】Computer)

図8従来のディジタル映像処理システムのブロック図

ディジタルとアナログが混在していたシステムでは,映像情報のロスが生じていた｡

AVCステーション

NTS｡榔Ⅷ叫芸
オールディジタル処理

D】PP

フォーマット

変換

表示

処理

DSO

新PDPディジタル信号処理部(DIPP)

区麺垂亘亘画頭

匝

注:略語説明

AVC(Audio-VideoControl),OSD(0什ScreenDisplay)

図9新開発のディジタル映像処理ブロック図

従来の3ブロックを1チップ化し.PDPまでオールディジタル処理を実現した｡

に集積化したプロセッサである｡1チップ化することにより,入

力された映像信号をディジタル変換したあと,プラズマパネル

まで一貫してディジタル処理する画期的なものである(図9参

照)｡オールディジタル化することにより,映像処理する過程

での情報のロスがなくなり,ノイズの少ない高解像度な映像を

実現することができる｡

3.3 高画質を実現する≡つの"D''技術

高画質を実現するためのコアデバイスの,実際の機能につ

いて以下に述べる｡高画質を実現するために,以下の三つ

の技術を用いている(図10参照)｡

(1)ダイナミックMBPカラーフィルタ(Dyna皿ic Multiband

PassColorFilter)

PDPの前面に色選択性カラーフィルタを施したガラスパネル

を,光学設計段階から検討し,新たに開発した｡これにより,

新ALISパネルの輝度特性を最大限に生かしながら外光を吸



ハイビジョンプラズマテレビの新ラインアップ

〉Dl.84No.11 Fl

ダイナミック

MBPカラーフィルタ

プラズマ

パネル

∠㌫浣;レム

削ガ三三ミ忘ごフィルム
新ALISパネルの輝度特性を最

大限に生かしながら,外光の反

射を吸収し,黒の再現性を向上

蛍光灯下でもダイナミックな

コントラストを再現

注:略語説明 MBP(MultibandPass)

図10ダイナミックMBPカラーフィルタの構造

ガラスの片面にコーティング処理を施し,外光を吸収する｡

収し,黒の再現性を向上させ,蛍光灯下でもコントラスト感の

ある映像を実現する｡

(2)ダイナミックコントラスト(DynamicContrast)

ディジタル変換された入力映像信号の振幅レベルの平均

値や最大値を自動的に検出し,各映像シーンに最適なコント

ラスト感のある映像を再現する｡これにより,明るいシーンでも,

映画などの暗いシーンでも,奥行き感のあるダイナミックな映像

を実現する｡

(3)ディジタルカラーマネージメント(DigitalColorManage-

ment)

複数の指定色の色合いや色の潰さを,他の色に影響を与

えることなく制御することにより,鮮やかな映像を実現し,きれ

いな自や抜けるような青,鮮やかな深紅,映える緑などを再現

する｡特に,プラズマテレビで課題とされていた青の再現性を

向上させる｡

感
メディア対応

4.1 BS･110度CSディジタル放送への対応

2002年4月からスタートした110度CSディジタル放送に対応

した,ディジタルチューナを内蔵させた｡BSディジタル放送も

併せて,映画･スポーツ･音楽など本格化する多チャネル化に

対応している｡

4.2 インターネットブラウジング機能

プラズマテレビでは業界初の機能である,インターネットブラウ

ジング機能を備えた(図11参照)｡これまでテレビメーカー各

社はインターネットテレビを商品化してきたが,テレビとしての市

民権を得ることはできなかった｡これは,(1)ダイアルアップ接

続時に時間がかかる,(2)長時間接続での接続料金が気に

かかる,(3)通信速度の制限によってインターネット上のグラ

特徴:

(1)BS･110度CSディジタルに加えインターネット機能も搭載

(2)ADSLなどのブロードバンドを使用して,写真や画像データも高速表示

(3)pDPの大画面

惑敵襲ル念･毎尊･ぅー妥宅苛∴.ミ感?

餞

虚数

鶴

インターネット対応AVC

･回線接続端子:10BASEイ
USB端子×2
〔プリンタドライバ付属(指定機能)〕

852×480ドントRGBダイレクト表示

フラッシュ･リアルプレーヤ搭載

汐指で簡単操作
付属インターネット

リモコン

インターネットボタンで切換

図11インターネットブラウジングの画面例

待ち時間なしでインターネットに切り替えることができ,リモコンで簡単に操作するこ

ともできる｡

フィツクや動画などを軽快に楽しめないなど,インターネットの接

続環境が大きく起因していた｡しかし,最近のADSL(非対

称ディジタル加入者線)やCATVインターネットに代表される高

速通信技術の飛躍的な向.卜により,定額料金･常時接続のブ

ロードバンド環境が急速に整備されつつある｡このような基盤

整備の充実やコンテンツの急増,さらに,ストリーミング動画映

像の高画質化技術の進展により,インターネットをテレビでも楽

しめる環境が整いつつある｡

また,プラズマテレビの特徴である,文字やグラフィックスも

高桝質に実現できることや,大画何であることが,インターネッ

トを楽しむコンセプトと整合している｡

Wooo3000シリーズでは,立ち上げ時間が不安であり,リモ

コンのボタン操作一つでテレビの両面からすぐにインターネット

画面に変わるので,気軽にインターネットが楽しめる｡また,外

山先から携帯電話を使ってメールで連絡したり,ブロードバン

リモコンのスイーベルボ

タンを押した後,左右の
カーソルボタンで回転する｡

画像表示イメージ

図12リモートスイーベル機能

リモコンで画面の向きを左右30度ずつ回転させることができる｡
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選べるサイズ:ハイビジョンモニタ

選べる高機能:AVC 32V 37V 42V 50V

BS･110度CSディジタルハイビジョンプラズマテレビ
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インターネット対応BS･110度CSディジタルハイビジョンプラズマテレビ

W32-PDW3000 W37-PDW3000

ドのストリーミング映像を楽しむことができる｡画面上のスク

リーンキーボードを使うことにより,リモコン操作で簡単に文字

を人力することもできる｡

タ
デザインとラインアップ

Wooo3000シリーズでは,32V型･37V型･42V型･50V型の

すべてのデザインコンセプトを統一した｡モニタ部には,光沢

に優れた最新の成形技術を応用し,フレームの黒をピアノ調

に仕上げた｡さらに,モニタ下部には,金属感のあるシルバー

のデコレーションパネルをあしらい,高品位な質感を実現した｡

2001年に発売したプラズマテレビのラインアップでは,32V

型と37V型にスイーベル(回転)機構(手動)を搭載している

(図12参照)｡

Wooo3000シリーズでは,その機能をさらに進化させ,モニ

タの向きをリモコンで左右に30度変えられるリモートスイーベ

尾関考介

妙

+ご

礫∨,恥

も左毒j淡 …際も

141日且評論2002.11

W42-PD3000

W42-PDW3000

W50-PDH3000

図13｢Woooセレクショ刈

のラインアップ

4種檀のサイズと3種類のAVC

で,全10機種を発売している｡

ル機構を,付属の専用スタンドに搭載した｡これは,従来の

32V型･37V型に加えて42V型にも搭載している｡テレビが人

に合わせて動く,｢人中心+のデザインコンセプトを実現したも

のと言える｡

ユーザーのニーズに合わせて,モニタのサイズとAVC

(Audio-Video Control)ステーションの機能を自由に選ぶこ

とができる,豊富なラインアップを図13に示す｡

β
おわりに

ここでは,急成長するプラズマテレビ市場と,日立製作所

のプラズマテレビ｢Wooo3000シリーズ+について述べた｡

日立製作所は,今後も放送と通信の基盤の進展に合わせ

て,コンシューマー用商品だけではなく,ビジネス用途にも対

応したさまざまな機能を持つ商品をワールドワイドに展開してい

く考えである｡
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